
可
般
小
股
怨
十

ひ
、
求
貯
へ
肉
。
去
年
平
保
六
年
辛
丑
の
各
、
本
蒋
に
在
て
伊
勢
右

京
貞
践
的
務
手
前
町
観
之
一
E
。
此
鞍
聞
及
び
ね
る
迄
陀
て
、見
守

ま

は

今
日
初
な
り
。
猶
古
記
を
考
へ

、監
て
共
従
を
し
ら
せ
侍
ら
ん
と

τ、

今
材
一
正
月
に
至
り
鞍
を
還
し
云
越
け
る
は
‘

是
中
世
以
上
の
物
に
し

て
、
源
平
雨
中
棋
と
師
仰
せ
し
頃
の
鞍
位
。
今
の
鏡
鞍
出
来
候
て
後
は
、

鋭
鞍
陀
釣
し
て
さ
し
鞍
と
郁
す
。
逃
脊
珍
の
物
也
。
公
家
的
諮
あ
ら

ば
点
政
此
旨
を
可
申
申
告
、
共
訟
得
す
べ
し
と
云
。
然
る
に
余
は
今
年

四
月
、
召
に
悶
て
京
都
民
至
り
、
点
肢
は
六
月
病
死
し
向
。
然
れ
ば

布
の
言
、
会
所
に
可
逮
秘
な
か
ら
ん
都
を
吹
き
・
秋
九
月
絞
を
東
部

に
致
し
、
点
政
が
言
を
以
て
器
ロ
公
所
-
ぬ
。

十
一
月
命
下
り
て

一E
。
珍

政
鞍
入
御
覧
御
満
悦
の
事
也
。
考
訟
に
も
可
成
も
の
と
思
召
、
委
細

お
し
を
仰
何
ら
る
L

故
、
鞍
は
選
し
給
ふ
と
也
。
飼
君
の
御
覧
を
も

経
院
が
放
K
.
共
事
の
領
来
を
紀
し
後
昆
陀
始
す
も
の
也
。
共
後
鞍

の
来
躍
を
‘
筑
後
守
新
井
君
美
へ
逮
し
・
新
井
丈
の
控
許
を
諮
ね
る

に
一
刻
を
賜
て一耳。

右
較
の
制
は
、
式
な
ど
に
も
巡
る
べ
き
料
物
な
ど
は
見
え
候
へ
ど

も
、
形
制
は
不
鮮
候
。
倭
名
紗
等
に
も
庇
鞍
・移
鞍
結
鞍
三
名
を

紋
せ
候
。
通
方
卿
鋭
抄
に
は
、
倭
絵
水
千
鞍
等
見
え
候
て
、
結
鞍

居
候
も
の
L

・
今
出
来
り
候
と
好
ぜ
ら
れ
候
。
今
の
鞍
の
制
は
・

足
利
殿
の
代
陀
古
の
結
鞍
の
制
に
も
と
づ
き
、
尺
寸
等
を
も
改
め

巡
り
出
し
候
も
の
に
候
へ
ば
、
年
代
主
推
し
候
は
ピ
‘
京
の
代
よ

り
は
二
百
年
許
は
さ
き
な
る
も
の
と
見
え
候
。
か
ざ
り
注
し
候
庭

は
、
い
に
し
へ
陀
巾
体
候
金
貝
鞍
陀
て
、
白
金
物
と
巾
す
も
の
に

候
。
古
き
も
の
に
銀
従
輪
・自
殺
倫
註
ど
の
わ
か
れ
件
、
は
、

銀
と

鉛
錫
と
の
別
に
よ
る
事
陀
候
。
菊
花
の
居
紋
の
事
は
.
古

へ
は
な

陀
h

も
泊
じ
問
ひ
候
と
と
勿
論
に
候
へ
ば
、
と
れ
を
以
て
い
づ
れ

の
人
の
紋
の
鞍
と
は
、
申
す
べ
か
ら
や
敗
。
返
す

λ
¥奇
珍
の
物

E
.
傍
観
を
許
さ
れ
候
と
行
候
に
よ
り
て
、
叫
み
し
の
及
び
候
事
ど

も
、
大
略
を
記
し
候
都
民
候
。
以
上
。

十
一
月
六
日

君

美

て
大
石
良
雄
の
詠
歌

貝
の
珠
を
ひ
ろ
ひ
て
人
陀
照
り
侍
る
と
て、

拾
は
つ
る
身
は
あ
ら
磁
の
う
つ
ほ
貝
散
と
り
怨
て
玉
と
か
は
見
る

右
大
石
良
離
が
紘
歌
と
て
細
川
氏
の
括
也
。
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小
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容
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玉:

の
名
は
不
戦
候
か
。
外
に
も
あ
り
と
そ
す
べ
く
候
へ
ど
も
、老
制
見

及
侠
も
の
は
、
南
都
正
倉
院
磁
の
較
、古
の
倭
鞍
と
申
す
も
の
か
。

大
ゃ
う
は
今
の
較
の
形
制
に
し
て
、
居
木
山
枚
を
前
後
の
輸
に
さ

し
貨
き
た
る
も
の
に
候
。
今
の
如
く
に
居
木
を
輪
K
結
び
つ
け
候

も
の
は
、
す
な
は
ち
結
較
と
申
す
も
の
に
候
。
結
鞍
の
料
な
ど
‘式

陀
も
見
え
候
か
。
し
か
る
に
今
世
物
献
の
う
ち
陀
.し
づ
較
と
巾
す

も
の
二
三
所
見
え
候
ひ
し
と
究
え
候
。
と
れ
ら
も
外
の
物
に
も
減

せ
候
や
ら
ん
、
老
州
制
は
覚
え
候
は
十
。
い
か
な
る
物
陀
候
か
。
但
し

相
州
の
所
領
地
州
問
酬
の
溢
に
て
、土
俗
本
較
と
抑
制
し
今
の
荷
鞍
E
・

W
の制
棋
に
よ
り
て
、
軍
融制
の
用
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し
候
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有
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候
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沼
山
川
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も
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づ
く
ら
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申
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も
の
と
、
相
意
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打
過
ぎ
候
き
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但
共
形

制
は
い
か
に
と
も
し
れ
宇
候
底
花
、
此
度
此
較
に
て
は
じ
め
て
共

形
制
を
見
る
叩
引
を
得
候
て
.
幸
逃
の
至
陀
候
。
此
の
も
の
古
に
い
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は
ゆ
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し
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較
と
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え
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初
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μ
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三
時
酬
を
得
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て
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初
て
族
紋
に
せ
ら
れ
伎
と
巾

す
都
候
。
若
此
都
三
鱗
形
の
紋
の
始
と
す
べ
〈
候
は
む
に
は
‘
此

鞍
は
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僚
の
家
物
陀
て
、
武
出
陣
・
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模
の
ほ
と
り
花
、
民
間
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噌

右
者
享
保
十
年
乙
巴
津
田
執
事
敬
術
、
楠
公
の
像
を
泊
川
狩
野
伯

悶
陀
磁
せ
し
む
。
州
制
mu寸
此
鶴
本
相
公
開
下
御
存
生
の
内
、
極
々

御
舟
の
儀
共
多
有
之
、
数
年
陀
し
て
御
絡
駕
の
年
の
稼
出
来
せ

り
。
共
踏
の
お
な
り
。
於
是
讃
語
を
予
陀
依
抑
制
し
鳩
臭
先
生
へ
桜

め
り
。
今
材
一
八
棚
別
検
持
出
来
し
儲
上
陀
合
せ
ら
る
。
執
郡
出
品
机
叫
に

備
へ
り
。

一
、
消
泰
夫
人
御
屋
敷
尾
州
侯
へ
治
渡
し
の
事

五

‘' 




